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【背景と目的】                                      







cytoplasmic function)シグマ因子に注目し，P. gingivalis の ECF シグマ因子と周囲環
境ストレス回避機構としてのバイオフィルム形成との関連性について検討した． 
【材料と方法】 
用いた細菌株は P. gingivalis ATCC33277 と，それを親株とした ECF シグマ因子変
異株，および相補株であった．まず 5 種類の ECF シグマ因子遺伝子のクローニングを
行い，その後ベクターに組み込み，親株に導入し，ECF シグマ因子変異株を得た．ま





(1)親株と比較し， PGN_1740 変異株が著明に増殖速度の低い値を示した． 
(2)野生株と比較し，PGN_0274 変異株， PGN_0319 変異株， PGN_1740 変異株はバ
イオフィルム形成能の有意な増加を認めた．中でも，PGN_0274 と PGN_1740 変異株
にて著明な増加を認めた． 
















歯周病原細菌の ECF シグマ因子に関する報告はわずかしかない． 



































(7)PGN_1740 は P. gingivalis の酸化ストレス回避機構にどのように関わっているので
すか． 
(8)本研究の今後の展開について述べてください. 
これらのすべての質問項目に対して，申請者からは明確かつ正確な回答が得られた． 
また，申請者は本研究を遂行するために必要な実験操作に熟練し，実験より得られた
結果に対して適切な考察が行える十分な専門的知識を有していた． 
以上より，本審査会は申請者が博士（歯学）として十分な学力及び見識を有するもの
と認め，最終試験を合格と判断した． 
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